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書評

Tetsuo Takayama: Les Oeuvres romaｭ
ηesques avoγtees de Bαlzαc 〔1829・1842〕．

Studies in the Humanities and Social 
Relations Volume 唖. 1966 (The Keio 
Institute of Cultural and Linguistic 
Studies) 

大浜 甫

筆者の高山鉄男氏は慶応義塾大学文学研究科に在学中から Balzac 研

究に専念され，修士課程終了後フランスに留学， Sorbonne の Pierre

Georges Castex 教授の指導のもとに，とくに Balzac 関係の資料の宝庫

とされる Lovenjoul 図書館の利用を許可されて研究を続け， 1962年 Paris

大学より doctorat を援与された若い学究であって，本書はその折の学位

請求論文にその後の研究成果を加えてまとめられたものである。その内容

は，標題の示すとおり， Balzac の未完成に終った小説作品の研究であ

り，一つ一つの作品について，それがいつ頃着想されたか，その主題はど

のようなものであったか，それがどのように変化していったか，そして結

局はどういう理由で完成されなかったかを，未刊の原稿，ノートをはじめ

書簡，生前刊行された単行本に掲載された近刊予告等，彪大な資料にもと

つ寺いて実証的に解明しており，現在この種の Balzac 研究としては最も綿

密でまた綜合的なものといえる。だがこの研究の真価は単にそのような文

献的な考証だけにあるのではない。それは，この従来まったく未開拓とは

いえないまでも少なくとも網羅的，綜合的には手のつけられていなかった

分野を解明することによって， Balzac の er・eation litteraire の秘密にせ

まろうとしている点にある。

第 1 章 LES PROJETS DE ROMANS HISTORIQUESでは， Balzac

が1824年か1825年頃 Histoiγe de France pittoresque なる総題のもとにか
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なりの数の歴史小説を書こうと思いつきながら，結局はLes Chouans を除

いては一つも完成しえなかったことが，残さた断片，ノート等によって明

らかにされる。ところで筆者は，その小説集の構想、が Balzac の念頭から

消えた時期（1833～1834年〉が Etudes de Moeurs が出版されはじめた時

期と一致することに着目して， Balzac の過去の現実を舞台とする小説の

、計画がこの時期になると，現代社会を研究しようとする意図に吸収されて

しまったのだ，と考える。だが一方，彼が歴史小説のために調査し集めて

いた資料は，一部はのちに Etudes ρhilosophiques に収められるいくつか

の成功した作品一一例えば Sur Catherine de Medicis－ーに，また一部は

Etudes de Moeurs 中の Scenes de la vie militaire に活用された，とす

る。そして最初は歴史小説として発表された Les Chouans がのちに See

nes de la vie militaire に組み入れられたことが象徴するように，未完の

作品の場合でも Balzac の歴史小説集の構想は次第に Scenes de la vie 

militaire のそれに変っていったのだと考えて，その典型的な例として La

Bataille と Les V endeens をとり上げる。

La Bataille はもと La Bataille 1800 なる題で Marengo の戦斗を舞

台とする歴史小説として， Histoiγe de France pittoresque のー篇として

着想され，その後 (1830年） La Bataille de Wagram と改題され，背景

も時代が下って1809年の Wagram での戦斗に変るが，そこではまだ歴史

小説であることに変りなかったらしし、。ところが1834年末か1835年初めに

なると， Balzac はこの作品を Scenes de la vie militaire rこ組みいれよう

と考えるようになる。また Les V endeens は標題どおり La Vend伐の乱

を主題とする，内容からいってもその芽はすでに Les Chouans に含まれ

る歴史小説で， 1930年には構想もほぼ固ったらしいが， 1836年になるとや

はり Seines de la vie militaire に組みこまれることになる。筆者は，こ

うして，この結局は未完に終ったこつの作品が歴史小説から戦争小説に変

っていく道程をたどったあと， Sc 'nes de la vie militaire 全体の構想に

研究のメスを入れる。

この構想は年とともにふくれ上り， 1835年か1836年頃に書かれたと推定
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されるノートによれば十二篇の作品を，さらに1845年のリストによれば，

じつに二十三篇の作品を含む大計画になる。ところが最終的には， この

cycle は周知のとおり Les Chouans と短篇小説 Une Passion dans le 

desert だけで構成される， Etudes de Moeurs 中で最も貧弱なものとな

り，筆者のことばを借りれば semi-avortement に終ってしまう。

ここで筆者は第 1 章の結論として，小説家 Balzac が歴史小説から出発

したとし、う通説を認める一方， この歴史小説における失敗と， その変形

である軍事小説における失敗という二重の失敗が， Balzac をして La

Comedie humaine の作者として成功させたのだ，と断定する。つまり，

Balzac は遠い過去を舞台とする歴史小説を，ついで Napoleon 時代を舞

台とする軍事小説を放棄することによって， Restauration から Louis

Philippe 時代を背景とする小説集の作者になることができた， というわ

けである。

このことは程度の差はあれ， Balzac のいわゆる哲学小説，思想小説に

ついてもいえるようである。第 2 章 EN MARGE DES ROMANS ET 

CONTES PHILOSOPHIQUES，第 3 章 EN MARGE DES ETUDES 

PHILOSOPHIQUES.，また第 5 章 UN CYCLE A VORTE DE LA CO・

MEDIE HUMAINE: LES ETUDES ANALYTIQUES では，これら三

つの作品集のために考えつかれた哲学小説，思想小説がとり上げられる。

だがここでも筆者は多くの失敗作 (1835年には Etudes philosophiques は

30 vol. の小説集となる構想であった〉の失敗の歴史を文献的にたどるだ

けではなく，いくつかの重要な問題を提起し解明している。

例えば第 2章では Le Cγetin （のちに Ecce Homo） の構想が論じられる

が，これはく思考が生命力を消耗させる＞という Balzac 特有の思想を裏

返しにして表明する小説で，＜思考＞のない人間，つまり er・etin である

が故に百才以上の長寿を保つ男の物語として着想されたそうで， いわば

Louis Lambert の contre-partie であるが，＜思考の不在＞. <drameの

不在＞を dramatiser しようとする点ではじめから矛盾を含んでおり，失

敗に終るのが当然であった，とする。そしてこの作品の構想がだいたい
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Louis Lambert と同じ頃（1830～1836年〉にあたためられていたことに着

目した筆者は，類似した主題もしくは対照的な主題の二つの作品が同時に

着想され，一つは完成し一つは未完に終るという Balzac によく見受けら

れるケースが，ここにも見られる，とする。これと関連して第 3 章では

Les Livres des douleuγs，と Soeur Marie-des-Anges なる作品の構想がとり

上げられるが，前者は肉体的苦痛に対する精神の抵抗を主題とし，後者は

Louis Lambert を女性にしたような女を主人公とするものであったらし

い。そうしてみると，もしこの二つの作品と Le Critin が完成していれば

<cycle de Louis Lambert＞ とでも呼ぶべき四部作が実現したと考えられ

るわけである。

また同じ Romans et Contes Philosophiques のー篇として着想された

Les Soufjrances de l' inventeur は， Bernard Palissy を主人公とする

一種のく絶対の探求＞の物語であったものが次第に変化して，結局は完成

されずに終るが，筆者はこの作品と同じ頃 Balzac が家庭の悲劇を主題と

する Les ]eunes Gens の構想を練っていたことに着目して，あの有名な長

編 La Recheγche de l ’ Absolu はこの二つの失敗作の主題が混合してで

き上ったものではないか，と推定する。その他第 2章では Les Aventures 

administγαtives, Le Roi, Le Pretre, Le Mendiant 等の， Romans et Conｭ

tes philosophiques のプランにあった作品が研究され，これらが結局は未

完に終ったものの， その主題はそれぞれ Les Employゐ， Un Drame au 

boγd de la Mer, Le Cure de Village, Le Colonel Chabeγt のうちに生

かされ，こうした傑作を生み出したことが，明らかにされている。

尚この章で高山氏は La Vieille Fille と題された断片の解釈をめぐって

Philippe Bertault 氏の説を訂正する新説を発表している。この断片は明

らかに Scenes de la vie privee に収められた Le Cure de Tours の前身

であったらしいが， Bertault 氏はそれをもと Romans et Contes Philosoｭ

phiques のために計画された，司祭を主人公とする哲学小説の下書きと考

えているそうである。それに対して高山氏は， La V ieille Fille なる標題

は Romans et Contes philosophiques のリストに一度もでてこない，また
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もし Balzac が Bertault 氏のいうような内容の哲学小説を考えていたと

すればそれに La Vieille Fille というような題をつけることはおかしい，

断片自体の内容から判断しでもこれは明らかに独身者を扱った小説であ

る，という三つの理由をあげて，この断片がはじめから Scenes de la vie 

privee のー篇として着想されたものだ，と推定しているのである。

第 3 章の終りで筆者は Balzac のいわゆる哲学小説全体について結論し

て，現在われわれに残されている Etudes Philosophiques の作品の数と質

をその計画と比較すれば， Etudes Philosophiques は La Comedie humaine 

中ではやはり成功した cycle とはいえないが，一方この失敗そのものが

Etudes des Moeurs の成功につながるものであり，また逆に， Etudes de 

Moeurs 中のある種の作品にあっては，現実的な主題のかげに，幻想的

な，また ideologique な主題がかくされている，とする。

第 5章では，結局 Physiologie du Mariage ただ一つしか完成できなか

った点で、 Etudes anal ytiques は失敗した cycle であることを認める一

方，筆者は，計画だけで、終ってしまった四つの作品を論じながら，それと

他の cycle に属する成功した作品とのつながりを探ってゆく。例えば，

Essai sur les forces humaines は dynamisme を主題にする点で Louis

Lambeγt に，また Analyse des corps enseignants は優生学的な考えを主

題にする点で L’E’ifant maudit につながる，というわけである。

紹介の順序は前後するが， 第 4 章 EN MARGE DES ETUDES DE 

MO EU RS では10篇ほどの失敗した作品や作品集がとりあげられ， Balzac

がこの La Comedie humaine 中で最も成功した cycle の場合でさえ，い

くつもの avortement や生みの苦しみを経験したことが明らかにされ

る。そしてここでも注目されるのは，こうした失敗の研究が Etudes de 

Moeurs 成立の研究につながっていることである。 Balzac は 1832 年，

Conversations entre onze heures et minuit, Scenes de Village, Etudes 

de femmes と題される三つの小説集の構想を抱き，その一部は書き上げ

て雑誌に発表しているそうである。そして Conversations はサロンでの

会話の形式でパリの裏面を描こうとしたものらしく， これは明らかに
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sc:nes. de la vie parisienne の前身と考えられ，また Scenes de Village 

は一時そのプランのうちに Le Medecin de Campagne を含んでいたこと

もあって， Scenes de la vie de campagneの前身であったと推定されるわ

けである。尚，この章でも個々の完成されなかった作品と完成された作品

との関係が指摘され，例えば相続問題を扱った La Succession は La Ra-

IJouilleuse の原型と見なされ， Les Heritiers Boisrouge のー主要人物は

Les Illusions perdues の Lucien Rubempre を想わせ，またその残され

た断片で、は第 2章は Ursule Mirouet と題されているそうである。またこ

の未完の小説のなかではじめて，のちに La Comedie humaine を構成す

る重要な要素となった＜retour des personnages ＞の手法が用いられて

いることも，明らかにされている。

筆者は最後に全体の CONCLUSION において， Balzac の CI・eation

litteraire のいくつかの傾向を指摘している。 Balzac があるいは類似し

た，あるいは対照的な主題を同時に思いついていたことは，多くの研究家

によって認められているが，この傾向は，＜cycle de Louis Lambeγt> 

が代表するように，未完の小説の場合にも確認される。そしてこのこと

は，彼の作品全体の一貫性と無縁ではなく， Balzac は完成した作品の場

合だけでなく未完に終った作品の場合でも一貫的な小説世界を創造しよう

とした作家で、あった，とする。だが一方， Balzac にあってはいったんあ

る主題が着想されると，それはたちまち自律性をおび，作者の予期しない

ような変化，発展をとげる。これは Balzac における現実世界と仮空の世

界との混同にも通じるもので，彼が未完の作品をあたかも完成したかのよ

うに宣伝したり，ときには手もつけていない作品を出版屋に受けとりにこ

させたりしたというエピソードも，ただ Balzac の欺臓とか大ぼらとして

片付けてしまうことはできない。その場合まず第一にだまされているのは

Balzac 自身だからである。そしてこのおどろくべき imagination が La

Comedie humaine を生み出す一方，多くの作品を未完に終わらせたので

ある。未完に終るのは，その構想が実現されるためにはあまりにも大きす

ぎたり，美しすぎたりしたためで、あり，その場合， Balzac は自分自身の
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imagination を制御できなかったのだ，というわけである。そして最後

に筆者は， Balzac がつぎつぎに経験した三つの失敗，つまり歴史小説と

Etudes philosophiques と Etudes analytiques における失敗が， romans 

de moeurs における成功につながり， この失敗がなかったならば， La

Comedie hamaine の成功もなかっただろう，と結論する。

以上，筆者が AVANT-PROPOS でうたっている目的一一失敗に終っ

た Balzac の小説作品を一つ一つそれ自体において検討しそれらと完成

した作品との関係を明らかにし彼が creation litteraire において出会

った障害と彼の創作の方法とを解明するという目的一ーを，この研究はみ

ごとに達成しとくに最初に紹介したように， Balzac のer匂tion に従来

の Balzac 研究とは異った角度から照明をあてている点，本書の意義はき

わめて大きいといえよう。ただ，一読者，紹介者としての素朴な疑問を提

出させてもらうなら， Balzac の小説の構想の変化，挫折の理由に外的な

要因を考慮しなくてし、いのだろうか，ということである。つまり Balzac

のたどった er句tion romanesque の道が当時の他の作家たち〈これはフ

ランス人には限らない〉のたどった道と平行するにしろ，交叉するにし

ろ，とにかくまったく無縁であったとは考えられないわけである。むろん

文学史的研究を目的としない本書に向ってそのような疑問を提出すること

自体，見当外れにちがし、ない。ただ，高山氏自身，第 1 章では Alfred de 

Vigny の歴史小説 Cinq・Mars に， また Balzac の Walter Scott の影

響からの脱却に言及しているところからみて，文学史的な背景に必ずしも

無関心ではないものと思われるO そして Vigny 以外にも Victor Hugo, 

Prosper Merimee 等，歴史小説から出発して次第にそれから離れていっ

た作家が十九世紀前半にはかなりいたはずで、あり， Balzac の場合もそう

した十九世紀前半における roman という genre の変化の歴史と結びつけ

て考察することも必要なのではないだろうか。むろんこの問題はきわめて

大きな問題にはちがいない，が，ぼくたちは高山氏がいずれこの問題とも

とりくんで，いつか本書とはまた異った角度から Balzac に照明をあてて

くれることを，期待したい。
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尚，高山氏が本研究によって昭和41年度の義塾’員’と，弟 3 凹民主T員宅ピ奴

与されたことを付言する。
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